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本稿を含む 3 回（予定）にわたり一般均衡的な寡占的貿易理論を展望する。特に




I provide a series of surveys on the general equilibrium oligopoly
models of international trade. This paper focuses on the developments of
theories from the 1970s to the former half of the 2000s. I explore some
theoretical problems inherent in general equilibrium models of oligopoly,
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スタブル市場、独占的競争、寡占という 4つの市場構造を網羅しているのに対
して、鈴木（1993a, 1993b, 1994a, 1994b）、鈴木（2001）は数式による理論モ
デルを解いて独占的競争モデルとその帰結について詳説している。また 2003




















本稿の構成は次の通りである。第 2節では Neary (2010) の第 1節や Head
















デルの両輪であった。特に独占的競争については Dixit and Stiglitz (1977) の
モデルが Krugman (1979, 1980, 1981), Dixit and Norman (1980) によって、
寡占については Brander (1981), Markusen (1981), Brander and Krugman
(1983) によってそれぞれ国際貿易論に取り入れたことによってこの分野では
多くの研究が行われるようになった。










3) 実際、独占的競争モデルにおける貿易政策分析は Venables (1982, 1987), Gros (1987) な
ど独占・寡占モデルに比べるとはるかに数が少ない。これらの文献については鈴木（1993a, b）
が詳しい。なお最近でも Bagwell and Staiger (2012), Ossa (2011) といった独占的競争モ
デルによる貿易政策分析はあることは指摘しておく
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分析に取り組んだのは（筆者の知る限り） Lahiri and Ono (1995) となった。
1980年代後半から 1990年代になると次第に独占的競争モデルを用いた研究
が多く行われるようになり、Grossman and Helpman (1991) による内生的成




略的貿易政策理論は Ishikawa and Lee (1997), Ishikawa and Spencer (1999)
や利光（2000）のような貢献もあるが、21世紀に入ってから急速に衰えてい
く5)。それに伴い独占・寡占モデルそのものが国際貿易論において相対的に重
要視されなくなっていく。実際、Head and Spencer (2017) の第 3節「貿易に
おける寡占の（相対的な）衰退（The (relative) decline of oligopoly in trade）」
にある図 2は国際経済学のトップジャーナルである Journal of International
Economics で寡占モデルを用いた論文が 1990年をピークに減少の一途をた
どっていることをはっきりと示している6)。
このような現象は他にも見られる。Head and Spencer (2017) の第 3節で
も触れられているが、エルゼビア社が出版する国際経済学のサーベイ論文集
である Handbook of International Economics の最新刊（第 4巻）では第 1
章「異質企業と貿易（Heterogeneous ¯rms and trade）」、第 2章「多国籍企
業と国際貿易の構造（Multinational¯rms and the structure of international
trade）、第 3章「重力方程式：基本モデル、道具だて、および使い方（Gravity








equations: workhorse, toolkit, and cookbook）、第 4章「数値を用いた貿易
理論：グローバリゼーションの帰結の定量化（Trade theory with numbers:
quantifying the consequences of globalization）」、第 7章「国際価格と為替
レート（Internatiopnal prices and exchange rates）」が全て独占的競争モデ
ルを中心に説明されており、寡占モデルに関する記述はほとんどない。また大
学院レベルの国際貿易論の代表的教科書である Feenstra (2015) も第 2版では
単一の章であった独占的競争モデルの章を第 5章「独占的競争と重力方程式 I












第 1の問題を次のような単純なモデルを考えて説明する7)。第 1財と第 2財
という 2財を消費する代表的消費者の効用関数が次のような準線形であると
する。
u = ac1 ¡ b
2
c21 + c2; a; b > 0:
ここで　 u は効用、ci; i = 1; 2 は第 1・2財の消費量を表す。この効用関数を
予算制約式 p1c1+ p2c2 = I の下で需要関数は次の 1階条件を満たすように求
7) ここでの議論は Shimomura (1995) を単純化したものである。この問題に関する詳細は Bohm
(1994) を参照せよ。
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められる。
a¡ bc1 = ¸p1; 1 = ¸p2; p1c1 + p2c2 = I:
ここで I は名目所得、¸ は予算制約式に付けられていたラグランジュ乗数で
ある。最初の 2本の式から ¸ を消去すると次のような限界代替率と相対価格
が等しいという条件が得られる。
a¡ bc1 = p1
p2
:
ここで第 1財は c ¸ 0 という固定労働投入係数の下で労働だけを用いて独
占企業によって生産されているとする。このときこの独占企業の名目利潤は次
のように表される。
¼ = p1x¡ wcx:
ここで ¼ は名目利潤、x は生産量、w は名目賃金率を表す。独占企業はこの














































第 1 財と第 2 財からなる合成財をニュメレール財と考えると、名目利潤を
µp1 + (1 ¡ µ)p2; µ 2 [0; 1] で割った値が独占企業の最大化すべき実質利潤と
して定義でき、µ の値によって利潤最大化生産量は無数に存在する。これは
理論としては極めて深刻な問題であるが、ほぼ全ての応用研究ではこの問題
を無視して第 2財をニュメレール財として分析している。なお Kemp (1995),








p; eI と表されるとする。ここでは第 2財をニュメレール財として
p は第 2財で測った第 1財の価格、eI は第 2財で測った実質所得である9)。こ
のとき市場均衡条件は D

p; eI = x となり、これを p について解くと独占企
業の直面する逆需要関数は p

x; eI と表すことができ、第 2財で測った実質
利潤は次のように定義することができる。
e¼ = px; eIx¡ ewcx:
ここで e¼; ew はそれぞれ第 2財で測った実質利潤と実質賃金率を表す。ここで
独占企業は上で定義された利潤を最大化するように生産量 x を選ぶが、国民
所得 eI は次式で定義される形で x に依存する。
eI = px+ y:
ここで y は第 2財の生産量である。もしこの独占企業が国民所得 eI に及ぼす
影響まで考慮に入れて利潤最大化問題を解くとすると、その 1階条件は次のよ
うになる。
9) ここでは前に述べた価格基準化の問題は無視して第 2 財をニュメレール財として議論を進める。
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x¡ wc = 0:
これは通常の部分均衡分析で得られる 1階条件よりも複雑である。このよう
な一般均衡的効果を考慮すると均衡が存在しなくなることが Roberts and







易論に取り入れた最も早い研究は Melvin and Warne (1973) である。そこで







しかし Melvin and Warne (1973, p. 125) は貿易開始後も「各企業は独占











Melvin and Warne (1973), Markusen (1981) では代表的消費者の効用関数
を CES 型に特定化し、企業の費用については規模に関して収穫一定が仮定さ
れていたが、そうした関数形を特定化せずに不完全競争があるときに一国が貿
易利益を得るための十分条件を示したのが Helpman (1984), Markusen and
Melvin (1984), Helpman and Krugman (1985) である。そこでは不完全競争
部門の生産量が貿易開始後に増えれば、その国は貿易利益を得ることが示され
ている11)。
既述の通り Markusen (1981) の公刊後はブランダーとスペンサーを中心と
する部分均衡的な戦略的貿易政策理論が盛んとなり、一般均衡的寡占モデルに
よる貿易パターン、貿易利益の分析はなくなる。再びこの分野に着手したのは






ることも示されている。Ohyama (1999) は Markusen (1981) のモデルを任
意数の産業と規模に関する収穫逓増を含む形で拡張している。また Fujiwara
and Shimomura (2005) は Markusen (1981) のモデルにおいて寡占部門が収
穫一定であると仮定されていたものを収穫逓増であるという仮定に換えても、
要素賦存比率が貿易パターンを決めることを示している。
10) Tawada and Yabuuchi (1997) は Markusen (1981) のモデルに労働者管理企業を導入し、
利潤最大化する独占企業がいる国は貿易利益を得るが労働者管理企業がいる国は貿易損失をこう
むることを示している。
11) これらの研究は貿易利益のための十分条件を導出しているが、Schweinberger (1996) は貿易
利益のための必要十分条件を導出している
12) Shimomura (1998) も同様のモデルを展開しているが、その焦点はヘクシャー＝オリーン定
理の頑健性を示すことにあり貿易利益については触れられていない。
13) ただし同じモデルに失業を入れると貿易損失の可能性が出てくることを Chao and Yu (1997),
利光（1999）が示している
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ここまでの研究は複数要素モデルを仮定していたが、Ru±n (2003a,b) ,













まうという問題が発生する。そこで Kemp and Okawa (1995a, 1995b) は 2
国 2財 2要素モデルを、寡占企業はその企業の所有者の間接効用を最大化する
ように生産量を決める形で修正している15)。そのモデルにおいて Kemp and
Okawa (1995a, 1995b) は Lahiri and Ono (1995) と同じく要素賦存量の倍率
だけが違う場合には、貿易は両国に利益をもたらすことを示している。寡占企
業の費用が収穫一定であるのに対して、Kemp and Shimomura (2002) は収
穫逓増を考慮に入れており、効用関数と寡占企業の生産関数がホモセティック
であるならば、両国ともに貿易利益を受けることが証明されている。
Kemp and Shimomura (2000, 2001) は任意数の国、財、生産要素、主体を
認めた非常に一般的なクールノー・モデルにおいて「貿易開始後に全ての主体
の効用が貿易前よりも大きくなるような所得再分配スキームが存在する」とい
14) Ru±n (2003a, 2003b) と Fujiwara, Suga and Tawada (2008) の違いは前者が全ての部
門が収穫一定であり各国の労働投入係数が違うと仮定しているのに対し、後者は寡占部門が収穫
逓増技術を持っており各国は労働賦存量のみが違うと仮定している点にある。




















Markusen (1981) の流れをくむ一般均衡的な国際寡占の研究は 10年以上経過
した Lahiri and Ono (1995) までなかった。この間、国際貿易論では一般均
衡的な独占的競争モデルか部分均衡的な寡占モデルが主要な分析モデルとなっ
た。さらに独占的競争モデルは Krugman (1991) に始まる新経済地理学（空




衡寡占モデル（General Oligopolistic Equilibrium Model）の研究に注力し、
16) 下村（2001）はその成果を 2 主体 2 財のエッジワース・ボックスを使って幾何学的に説明して
いる。
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